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楚
辞
「
離
騒
」
に
お
け
る
「
上
下
」
回矢到
楚
辞
「
離
騒
」
の
後
半
部
分
に
展
開
さ
れ
る
幻
想
的
な
天
界
遊
行
求
に
は
、
亙
硯
が
「
脱
魂
」
状
態
に
な
っ
て
天
界
へ
飛
朔
す
る
と
い
う
い
い
中
国
古
代
の
忍
術
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
一
盲
わ
れ
て
い
る
抗
、
引
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
ャ
!
日
マ
ン
が
「
脱
魂
」
に
よ
っ
て
飛
刻
す
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
、
世
界
る
各
地
に
散
見
さ
れ
る
根
元
的
、
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
中
国
古
代
斗ノ制
に
お
い
て
も
、
シ
ャ
!
?
ン
に
相
当
す
る
亙
硯
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
川
い
た
に
相
違
な
い
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仮
説
に
基
糊
づ
い
た
上
で
、
「
隊
騒
」
の
天
界
遊
行
は
、
古
代
の
亙
硯
の
「
脱
魂
」
イ
に
よ
る
呪
的
飛
期
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
結
論
づ
げ
ら
魁
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
拙
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
目
、
中
国
古
代
の
亙
親
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
、
呪
的
飛
朔
を
伴
う
「
脱
魂
」
の
話
術
を
は
じ
め
に
と
「
求
索
」
矢
回
尚
子
行
っ
て
い
た
こ
と
を
一
証
明
す
る
も
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
得
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
脱
魂
」
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
、
必
ず
し
も
世
界
の
全
て
の
文
化
に
お
い
て
根
元
的
、
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
ル
イ
ス
氏
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
中
国
古
代
の
基
硯
と
呼
ば
れ
る
人
々
は
、
そ
の
社
会
的
地
位
や
役
割
の
違
い
か
ら
、
シ
ャ
1
7
ン
と
い
う
言
葉
の
語
源
と
な
っ
た
シ
ベ
リ
ア
の
シ
ャ
!
?
ン
と
は
性
質
を
異
に
す
る
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
提
示
さ
れ
て
い
お
。
「
離
騒
」
の
天
界
理
作
の
起
源
を
亙
親
の
呪
的
飛
朔
に
求
め
る
上
記
の
説
は
、
中
国
古
代
の
一
必
親
が
、
呪
的
飛
刻
を
伴
う
「
脱
魂
」
の
亙
術
を
行
っ
た
と
い
う
証
拠
が
得
ら
れ
な
い
限
り
、
確
実
な
も
の
に
は
な
り
得
な
い
。
従
っ
て
「
離
騒
」
の
天
界
遊
行
が
ど
の
よ
う
な
背
景
を
持
っ
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
今
も
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
昼
間
明
の
呪
的
飛
期
以
2
外
に
も
、
「
離
騒
」
の
天
界
遊
行
に
繋
が
る
よ
う
な
飛
朔
が
、
中
国
古
代
に
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
改
め
て
「
離
騒
」
に
見
え
る
天
界
遊
行
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
上
下
方
向
の
移
動
楚
辞
に
見
え
る
「
上
下
」
「
離
騒
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
、
天
界
に
昇
っ
た
り
、
地
上
に
下
っ
た
り
す
る
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
路
隻
畏
其
枯
附
遠
品
勺
路
畏
畏
と
し
て
其
れ
惰
速
な
り
吾
符
上
下
而
求
索
五
口
絡
に
上
下
し
て
求
索
せ
ん
と
す
1 
間
見
相
親
於
四
極
守
周
流
乎
天
余
乃
下
覧
て
四
極
を
相
掘
削
し
天
に
周
流
し
て
余
乃
ち
下
る
日
勉
陸
降
以
上
下
今
求
築
媛
之
所
同
築i日
獲:く
の勉
同め
じて
き陸
所降
をし
求 て
め以
よて
上
下
し
及
余
飾
之
方
壮
守
余
の
飾
の
方
に
壮
ん
な
る
に
及
び
周
流
観
乎
上
下
周
流
し
て
上
下
を
観
ん
こ
れ
ら
の
句
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
離
騒
」
の
中
で
主
人
公
は
、
た
だ
漫
然
と
空
中
を
浮
遊
す
る
だ
け
で
な
く
、
何
か
を
「
求
索
」
し
、
「
築
慾
の
同
じ
き
所
を
求
め
」
る
た
め
に
、
或
い
は
「
四
極
」
を
「
相
観
」
し
、
「
上
下
」
を
「
翻
」
る
た
め
に
、
天
地
の
聞
を
意
志
的
に
上
っ
た
り
下
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
上
下
方
向
の
移
動
に
は
何
か
特
別
な
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
離
騒
」
以
外
の
楚
辞
作
品
の
中
に
、
人
が
空
中
を
上
下
す
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
「
上
下
」
や
そ
れ
に
類
す
る
「
升
降
」
「
陸
降
」
な
ど
の
語
を
探
し
て
み
る
と
、
以
下
の
三
例
が
得
ら
れ
た
。
a
漂
翻
翻
其
上
下
今
漂
い
て
翻
翻
と
し
て
其
れ
上
下
し
か
け
翼
洛
温
其
左
右
翼
り
て
遁
洛
と
し
て
其
れ
左
右
す
(
「
九
章
」
悲
回
風
)
b
叛
陸
離
其
上
下
分
遊
篤
霧
之
流
波
叛
と
し
て
陸
離
と
し
て
其
れ
上
下
し
驚
霧
の
流
波
に
遊
ぶ
(
「
遠
遊
」
周
流
し
て
四
海
を
覧
る
に
志
升
降
し
て
以
て
高
く
馳
す
(
「
九
歎
」
遠
遊
)
こ
の
三
例
は
い
ず
れ
も
「
離
騒
」
に
含
ま
れ
る
表
現
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
a
と
b
は
、
「
離
騒
」
の
「
紛
と
し
て
線
総
と
し
て
其
れ
離
合
し
斑
と
し
て
陸
離
と
し
て
其
れ
上
下
す
(
紛
線
総
其
離
合
守
斑
陸
離
其
上
下
)
」
を
下
敷
き
と
し
て
い
る
。
し
か
し
「
離
騒
」
の
こ
の
「
上
下
」
は
、
陥
れ
た
り
集
ま
っ
た
り
す
る
c
周
流
覧
四
海
今
志
升
降
以
高
馳
と
い
う
意
味
の
「
離
合
」
と
対
を
な
し
て
お
り
、
主
人
公
の
隊
列
が
ふ
わ
ふ
わ
と
空
中
を
漂
う
様
子
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
「
離
騒
」
の
主
人
公
の
意
志
的
な
「
上
下
」
と
は
一
線
を
函
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
c
で
は
、
主
人
公
の
「
志
」
は
「
升
降
」
す
る
と
は
言
い
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
「
高
く
馳
」
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
離
騒
」
の
「
志
を
抑
え
て
節
を
顎
め
神
高
く
馳
せ
て
之
れ
遡
遜
た
り
(
抑
志
調
節
守
神
高
馳
之
町
漣
遜
)
」
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
今
取
り
上
げ
よ
う
と
矢
す
る
「
上
下
」
と
は
異
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
剥
ら
a
-
b
-
C
か
ら
は
、
「
離
騒
」
に
見
え
る
主
人
公
の
意
志
的
な
「
上
問
下
」
や
「
陸
降
」
を
考
え
る
上
で
の
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
は
困
難
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
」下山
2
『
詩
経
』
に
見
え
る
「
上
下
」
る
そ
こ
で
次
に
、
『
楚
辞
』
に
先
立
つ
中
国
古
代
の
詩
歌
文
学
で
あ
る
叶
υ
(
6
v
が
『
詩
経
』
を
参
照
し
た
と
こ
ろ
、
大
雅
「
文
王
」
に
「
上
下
」
や
「
陸
川
降
」
と
同
じ
く
、
上
り
下
り
す
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
「
砂
降
」
と
鵬
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
た
。
イ
文
王
在
上
文
玉
上
に
在
り
日
2
2
知
於
昭
子
天
於
天
に
昭
わ
る
な
り
周
雌
奮
邦
周
は
膏
邦
と
雌
も
其
命
維
新
其
の
命
維
れ
新
た
な
り
3 
有
周
不
額
有
周
穎
な
ら
ざ
ら
ん
や
帝
命
不
時
帝
命
時
な
ら
ざ
ら
ん
や
文
王
砂
降
文
王
砂
降
し
て
在
帝
左
右
帝
の
左
右
に
在
り
こ
の
『
詩
経
」
大
雅
「
文
王
」
の
詩
句
は
、
鬼
神
の
存
在
を
裏
付
け
る
証
拠
と
し
て
、
『
墨
子
』
明
鬼
下
篇
に
次
の
よ
う
に
引
か
れ
る
。
子
墨
子
回
、
周
書
大
雅
有
之
。
大
雅
目
、
文
王
在
上
、
於
昭
子
天
。
周
雌
奮
邦
、
其
命
維
新
。
有
周
不
頼
、
帝
命
不
時
。
文
王
砂
降
、
在
帝
左
右
。
穆
穆
文
玉
、
令
問
不
巳
。
若
鬼
神
無
有
、
則
文
王
既
死
、
彼
宣
能
在
帝
之
左
右
哉
。
(
子
墨
子
日
く
、
周
書
の
大
雅
に
之
れ
有
り
。
大
雅
に
臼
く
、
文
王
上
に
在
り
、
於
天
に
昭
わ
る
。
周
は
奮
邦
と
臨
も
、
其
の
命
は
維
れ
新
た
な
り
。
有
周
穎
な
ら
ざ
ら
ん
や
、
帝
命
時
な
ら
ざ
ら
ん
や
。
文
王
砂
降
し
て
、
帝
の
左
右
に
在
り
。
穆
穆
た
る
文
玉
、
令
問
巳
ま
ず
、
と
。
若
し
鬼
神
有
る
こ
と
無
く
ん
ば
、
則
ち
文
王
既
に
死
す
る
に
、
彼
自
豆
に
能
く
帝
の
左
右
に
在
ら
ん
や
。
)
墨
子
は
「
在
帝
左
右
」
を
、
文
王
が
死
後
に
鬼
神
と
な
っ
て
、
上
帝
の
も
と
に
い
る
こ
と
だ
と
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
明
の
中
で
は
、
「
文
王
砂
降
」
に
つ
い
て
の
解
釈
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
朱
棄
は
『
詩
集
伝
』
に
お
い
て
、
大
雅
「
文
王
」
の
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
墨
子
と
同
様
、
文
王
没
後
の
こ
と
を
指
す
と
解
釈
す
る
。
此
章
一
言
、
文
王
既
没
市
其
神
在
上
、
昭
明
子
天
。
是
以
周
邦
雄
自
后
稜
始
封
千
有
徐
年
、
而
其
受
天
命
則
自
今
始
也
。
夫
文
王
在
上
市
昭
子
天
、
則
其
徳
間
制
突
。
周
邦
雄
奮
邦
、
而
命
則
新
、
則
其
命
時
失
。
故
又
目
、
有
周
宣
不
額
乎
、
帝
命
宣
不
時
突
。
蓋
以
文
王
之
神
在
天
、
一
升
一
降
、
無
時
不
在
上
帝
之
左
右
。
是
以
子
孫
蒙
其
福
淳
、
而
君
有
天
下
也
。
(
此
の
章
の
吾
=
一
甲
っ
こ
こ
ろ
は
、
文
王
既
に
没
し
て
其
の
神
上
に
在
り
、
昭
ら
か
に
天
に
明
ら
か
な
り
。
是
を
以
て
周
邦
は
后
稜
始
め
て
封
ぜ
ら
れ
し
よ
り
千
有
飴
年
な
り
と
錐
も
、
而
れ
ど
も
其
の
天
命
を
受
く
る
は
則
ち
今
よ
り
始
ま
る
な
り
。
夫
れ
文
王
は
上
に
在
り
て
天
に
昭
ら
か
な
れ
ば
、
則
ち
其
の
徳
額
ら
か
な
り
。
周
邦
は
奮
邦
な
り
と
雌
も
、
而
れ
ど
も
命
則
ち
新
た
な
れ
ば
、
則
ち
其
の
命
時
あ
り
。
故
に
又
た
日
う
、
有
周
宣
に
頴
ら
か
な
ら
ざ
ら
ん
や
、
帝
命
宣
に
時
な
ら
ざ
ら
ん
や
、
と
。
蓋
し
以
う
に
文
王
の
神
天
に
在
り
、
一
升
一
降
し
、
時
と
し
て
上
帝
の
左
右
に
在
ら
ざ
る
無
し
。
是
を
以
て
子
孫
其
の
福
揮
を
蒙
り
、
君
天
下
を
有
つ
な
り
。
)
朱
育
問
は
、
「
文
王
砂
降
在
帝
左
右
」
を
、
文
王
が
死
後
に
霊
と
な
っ
て
天
に
存
在
し
、
「
一
升
一
降
」
し
て
上
帝
の
側
に
い
る
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
こ
の
「
一
升
一
降
」
の
具
体
的
な
意
味
は
、
同
じ
「
砂
降
」
と
い
う
語
を
含
む
他
の
詩
に
対
す
る
朱
慕
の
注
釈
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
関
予
小
子
道
家
不
造
4 
娘
娘
と
し
て
玖
に
在
り
あ
あ
於
乎
皇
考
永
世
克
く
孝
な
り
葱
の
皇
祖
を
念
う
砂
降
庭
な
り
維
れ
予
れ
小
子
つ
つ
し
夙
夜
敬
む
あ
あ
於
乎
皇
王
序
を
継
ぎ
思
い
て
忘
れ
ず
(
「
詩
経
』
周
頒
「
関
予
小
子
」
)
こ
の
詩
の
「
念
葱
皇
祖
捗
降
庭
止
」
の
「
庭
」
を
毛
伝
・
鄭
婆
は
「
直
」
で
あ
る
と
す
る
が
、
朱
裏
『
詩
集
伝
』
は
「
弦
の
皇
祖
の
、
庭
に
砂
降
す
る
を
念
う
。
」
と
よ
み
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
思
念
文
玉
、
常
若
見
其
砂
降
於
庭
、
猶
所
調
見
亮
於
糖
、
見
発
於
奨
也
。
楚
僻
云
、
二
一
公
揖
誠
、
登
降
堂
只
、
興
此
文
勢
正
相
似
。
(
文
王
を
思
念
す
る
こ
と
、
常
に
そ
の
庭
に
砂
降
す
る
を
見
る
が
若
し
。
猶
お
所
謂
発
を
踏
に
見
、
尭
を
奨
に
見
る
が
ご
と
き
な
り
。
楚
鮮
に
云
う
、
三
公
揖
議
し
て
、
堂
に
登
降
す
、
と
。
此
れ
と
文
勢
正
に
相
い
似
る
。
)
つ
ま
り
朱
莱
は
「
砂
降
」
を
、
楚
辞
「
大
招
」
に
見
え
る
「
=
一
公
穆
穆
と
し
て
堂
に
登
降
す
(
三
公
穆
穆
登
降
堂
町
こ
の
「
登
降
」
と
同
じ
く
、
王
が
政
務
の
た
め
に
堂
を
昇
降
す
る
こ
と
と
見
な
し
て
娘
嫁
在
荻
於
乎
皇
考
永
世
克
孝
念
慈
皇
祖
砂
降
庭
止
維
予
小
子
夙
夜
敬
止
於
乎
皇
王
縫
序
思
不
忘
家関t
のれ
不予b
造れ
にノI、
遊子
し〉
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
す
と
、
朱
系
が
「
文
王
」
の
詩
の
「
砂
降
」
を
解
し
た
「
一
升
一
降
」
は
、
文
王
の
霊
が
天
に
い
る
上
帝
に
付
き
従
い
、
天
上
の
堂
を
共
に
昇
降
す
る
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
「
量
子
』
明
鬼
下
篇
で
は
、
「
文
王
砂
降
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
或
い
は
朱
莱
と
同
じ
よ
う
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
『
量
子
』
や
『
詩
集
伝
」
に
お
い
て
は
、
大
雅
「
文
国
王
」
の
「
文
王
砂
降
在
帝
左
右
」
は
、
文
王
が
死
後
に
霊
と
な
り
、
段
常
に
上
帝
の
側
に
侍
る
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
劇
孫
訟
譲
が
『
墨
子
閑
話
』
に
、
「
案
ず
る
に
、
墨
子
の
説
に
依
り
て
、
市
文
王
既
に
死
し
、
神
は
帝
の
左
右
に
在
り
と
謂
え
ば
、
則
ち
毛
・
鄭
と
と
義
異
な
る
。
(
案
、
依
墨
子
説
、
謂
文
王
既
死
、
神
在
帝
之
左
右
、
引
則
輿
毛
・
鄭
義
異
。
)
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
毛
伝
・
鄭
筆
は
、
山
「
文
王
砂
降
在
帝
左
右
」
を
文
王
の
没
後
の
こ
と
と
見
る
量
子
や
朱
る
某
と
は
別
の
解
釈
を
し
て
い
る
。
ふノ制
先
ず
毛
伝
で
は
、
「
文
王
砂
降
」
に
つ
い
て
、
「
文
王
升
り
て
天
に
川
援
し
、
下
り
て
人
に
接
す
る
を
言
う
な
り
。
(
言
文
王
升
援
天
、
下
接
慨
人
也
。
)
」
と
一
盲
う
。
次
に
鄭
筆
で
あ
る
が
、
大
雅
「
文
王
」
の
「
文
午
王
捗
降
」
に
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
先
に
挙
げ
た
周
頒
「
関
知
余
小
子
」
の
「
念
葱
皇
祖
砂
降
庭
止
」
の
「
砂
降
」
に
つ
い
て
は
、
「
砂
降
と
は
、
上
下
な
り
。
・
:
此
の
君
祖
文
王
の
、
上
り
て
直
道
を
以
5
て
天
に
事
え
、
下
り
て
直
道
を
以
て
民
を
治
む
る
を
念
う
。
私
柾
無
き
を
言
う
0
(
砂
降
、
上
下
也
0
・
念
此
君
祖
文
玉
、
上
以
直
道
事
天
、
下
以
直
道
治
民
。
言
無
私
柾
。
)
」
と
言
っ
て
お
り
、
こ
こ
の
「
砂
降
」
を
、
大
雅
「
文
王
」
の
毛
伝
と
同
様
、
文
王
が
上
っ
て
天
に
事
え
、
下
っ
て
民
を
治
め
た
こ
と
と
解
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鄭
筆
は
大
雅
「
文
王
」
の
「
文
王
砂
降
」
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に
見
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
大
雅
「
文
王
」
の
「
文
王
砂
降
」
を
文
王
の
死
後
の
霊
が
天
上
の
上
帝
の
も
と
に
い
る
こ
と
と
見
な
す
墨
子
や
朱
寒
と
は
異
な
り
、
毛
伝
と
鄭
筆
は
い
ず
れ
も
、
文
王
が
天
界
と
人
界
と
の
聞
を
昇
降
す
る
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
雅
「
文
王
」
の
経
文
が
実
際
に
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
置
く
と
し
て
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
毛
伝
が
「
文
王
砂
降
」
を
「
文
王
升
り
て
天
に
接
し
、
下
り
て
人
に
接
す
る
な
り
。
」
と
解
釈
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
下
り
て
人
に
接
す
」
と
い
う
の
は
、
文
王
が
地
上
に
お
い
て
民
を
統
治
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
が
、
「
上
り
て
天
に
接
す
」
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
行
為
を
指
す
の
で
あ
ろ
、
っ
か
。
人
が
天
に
上
る
話
毛
伝
の
量
一
口
う
、
文
王
が
「
上
っ
て
天
に
接
す
」
る
こ
と
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
人
が
天
に
上
る
と
い
う
記
述
を
文
献
の
中
に
探
し
た
と
こ
ろ
、
『
史
記
』
封
禅
書
に
次
の
よ
う
な
一
節
を
見
出
し
得
3 
6
た
O
(
傍
線
は
引
用
者
が
付
し
た
。
以
下
同
じ
0
)
其
後
十
四
年
、
秦
謬
公
立
。
病
臥
五
日
不
嬉
。
嬉
乃
一
言
、
夢
見
上
帝
。
上
帝
命
謬
公
平
菅
乱
。
史
書
而
記
誠
之
府
。
而
後
世
皆
目
、
秦
謬
公
上
天
。
(
其
の
後
十
四
年
、
秦
縁
公
立
つ
。
病
み
臥
し
て
五
日
癌
ら
ず
。
申
借
り
て
乃
ち
言
う
、
夢
に
上
帝
に
見
ゆ
、
と
。
上
帝
謬
公
に
命
じ
て
菅
の
乱
を
平
ら
げ
し
む
。
史
書
し
て
記
し
之
を
府
に
E
 
澱
む
。
市
る
に
後
世
皆
目
く
、
楽
謬
公
天
に
上
る
、
と
。
)
秦
の
謬
公
が
夢
で
上
帝
に
見
え
、
膏
の
乱
を
平
定
せ
よ
と
命
じ
ら
れ
た
と
語
り
、
そ
の
こ
と
を
後
世
の
人
々
は
「
謬
公
が
天
に
上
っ
た
」
と
評
し
た
と
い
う
。
謬
公
は
死
ん
で
「
昇
天
」
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
病
に
臥
し
て
い
る
聞
に
夢
で
上
帝
と
接
し
、
直
接
命
を
受
け
た
こ
と
を
称
し
て
、
人
々
は
「
謬
公
が
天
に
上
っ
た
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
意
識
の
上
で
上
帝
に
謁
見
し
、
命
令
を
受
け
る
と
と
が
、
す
な
わ
ち
天
に
上
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
尚
、
謬
公
の
こ
の
話
は
、
「
史
書
し
て
記
し
之
を
府
に
澱
む
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
正
式
な
記
録
と
し
て
残
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
と
同
様
の
話
は
『
史
記
』
越
世
家
に
も
見
え
る
。
趨
節
子
が
病
に
躍
っ
て
、
五
日
間
人
事
不
省
と
な
っ
た
際
、
彼
を
診
察
し
た
扇
鵠
は
、
秦
の
謬
公
も
か
つ
て
同
じ
よ
う
な
症
状
で
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
い
き
さ
つ
を
紹
介
す
る
。
泰
の
謬
公
は
病
が
癒
え
て
目
覚
め
た
後
、
臣
下
の
公
孫
支
と
子
輿
に
「
我
帝
の
所
に
之
き
、
甚
だ
柴
し
め
り
。
(
我
之
帝
所
、
甚
築
。
)
」
と
言
い
、
ま
た
上
帝
か
ら
秦
国
に
関
す
る
予
号
一
国
を
受
げ
た
と
告
げ
た
。
そ
し
て
こ
の
謬
公
の
言
葉
は
、
「
公
孫
支
書
し
て
之
を
磁
む
。
(
公
孫
支
書
而
誠
之
。
)
」
と
あ
る
よ
う
に
、
臣
下
の
公
孫
支
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
と
い
う
。
扇
鵠
は
こ
の
よ
う
に
語
っ
た
後
、
越
簡
子
も
三
日
以
内
に
目
覚
め
る
で
あ
ろ
う
と
言
う
。
果
た
し
て
二
日
半
後
、
越
簡
子
は
目
覚
め
、
秦
の
謬
公
の
場
合
と
同
様
に
、
「
我
帝
の
所
に
之
さ
、
甚
だ
祭
し
め
り
。
百
神
と
鈎
天
に
瀞
ぷ
。
(
我
之
帝
所
、
甚
祭
。
輿
百
神
瀞
於
鈎
天
。
)
」
と
述
べ
、
上
帝
に
見
え
た
時
の
様
子
を
語
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
筒
子
は
上
帝
に
命
じ
ら
れ
て
熊
と
熊
を
射
て
殺
し
、
上
帝
か
ら
二
つ
の
箱
と
、
彼
の
子
が
成
人
し
た
ら
与
え
る
よ
う
に
と
一
匹
の
認
犬
を
賜
わ
り
、
ま
た
後
の
越
国
に
関
す
る
予
言
を
上
帝
か
ら
授
か
っ
た
。
そ
し
て
、
趨
簡
子
の
語
っ
た
内
容
も
ま
た
、
「
萱
安
子
舌
一
回
を
受
け
て
書
し
之
を
鴨
川
む
。
(
萱
安
子
受
言
市
害
時
附
之
。
)
」
と
あ
る
よ
う
に
、
臣
下
の
萱
安
子
に
よ
っ
て
書
き
記
さ
れ
、
保
存
さ
れ
た
と
い
日
。
こ
の
話
の
中
の
熊
・
帰
、
二
つ
の
箱
、
程
犬
が
何
を
表
す
か
は
、
後
に
上
帝
の
使
者
に
よ
る
説
明
で
明
ら
か
と
な
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
熊
と
熊
は
後
に
彼
が
滅
ぽ
す
こ
と
に
な
る
活
・
中
行
の
二
卿
を
、
二
つ
の
箱
は
、
彼
の
子
が
敗
る
こ
と
に
な
る
代
と
智
氏
の
二
国
を
示
し
、
程
犬
は
、
後
に
彼
の
子
が
領
有
す
る
こ
と
に
な
る
代
国
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
お
o
こ
の
話
の
中
で
、
趨
簡
子
が
「
我
帝
の
所
へ
之
き
、
甚
だ
楽
し
め
り
。
百
神
と
鈎
天
に
瀞
ぶ
。
」
と
語
っ
て
い
る
と
と
に
注
目
し
た
い
。
乙
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
「
帝
の
所
へ
之
く
」
と
は
、
天
に
上
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
り
、
越
筒
子
は
天
に
上
っ
て
上
帝
と
会
い
、
彼
自
身
と
そ
の
子
孫
に
関
す
る
予
言
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
病
気
に
な
っ
た
当
時
、
既
に
抽
出
筒
子
は
晋
の
正
卿
の
位
に
あ
り
、
六
卿
の
一
人
と
し
て
国
の
政
権
を
左
右
し
て
い
た
が
、
後
に
そ
の
力
は
益
々
強
大
に
な
り
、
晋
の
実
権
を
握
る
よ
う
に
な
目
。
そ
し
て
つ
い
に
は
韓
・
貌
と
と
も
に
諸
侯
と
な
り
、
晋
を
滅
ぽ
す
。
従
っ
て
、
こ
の
話
の
中
で
越
筒
子
は
、
将
来
の
越
園
の
王
の
祖
と
し
て
、
上
帝
か
ら
越
国
の
将
来
を
暗
即
示
す
る
言
葉
を
授
か
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
伎
と
こ
ろ
で
、
己
こ
に
示
し
た
『
史
記
』
の
二
つ
の
話
の
う
ち
、
奈
劇
の
謬
公
が
語
っ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
史
書
し
て
記
し
之
を
府
に
開
澱
む
。
」
、
「
公
孫
支
書
し
て
之
を
誠
む
o
」
と
あ
り
、
越
簡
子
が
語
っ
と
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
萱
安
子
雪
一
同
を
受
け
書
し
て
之
を
誠
む
。
」
と
刊
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
話
は
秦
や
趨
に
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
日
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
記
録
が
『
史
記
』
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
+
J
 
制
以
上
の
考
察
か
ら
、
王
者
が
天
に
上
っ
て
上
帝
と
援
し
、
国
の
統
は
治
に
関
す
る
助
言
や
予
言
を
上
帝
か
ら
受
け
る
と
い
う
説
話
が
、
春
糊
秋
戦
国
期
か
ら
前
漢
に
か
け
て
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
イ
測
が
成
り
立
つ
。
先
述
し
た
大
雅
「
文
王
」
の
「
文
王
砂
降
」
を
、
毛
翻
伝
が
「
文
王
升
り
て
天
に
接
し
、
下
り
て
人
に
接
す
る
な
り
o
」
と
解
し
て
い
る
の
は
、
正
に
こ
う
し
た
説
話
に
包
含
さ
れ
る
話
柄
で
あ
り
、
7
文
王
が
天
に
上
っ
て
上
帝
か
ら
命
を
受
け
、
地
に
下
っ
て
統
治
を
行
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
玉
の
昇
天
と
統
治
の
成
敗
と
の
閑
に
紫
が
り
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
越
の
孝
成
王
の
次
の
よ
う
な
話
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
四
年
、
王
夢
衣
偏
奨
之
衣
、
乗
飛
龍
上
天
、
不
至
而
墜
、
見
金
玉
之
積
如
山
。
明
日
、
王
召
盤
史
敢
占
之
。
目
、
夢
衣
偏
袈
之
衣
者
、
残
也
。
乗
飛
龍
上
天
不
至
而
墜
者
、
有
気
而
無
寅
也
。
見
金
玉
之
へ
ん
t
積
如
山
者
、
憂
也
。
(
四
年
、
王
夢
に
偏
祭
の
衣
を
衣
、
飛
龍
に
乗
り
て
天
に
上
り
、
至
ら
ず
し
て
墜
ち
、
金
玉
の
積
ま
る
る
こ
と
山
の
如
き
を
見
る
。
明
日
、
王
笈
史
敢
を
召
し
て
之
れ
を
占
わ
し
そ
こ
な
む
。
日
く
、
夢
に
備
祭
の
衣
を
衣
る
は
、
残
う
な
り
。
飛
龍
に
乗
り
て
天
に
上
り
至
ら
ず
し
て
墜
つ
る
は
、
気
有
る
も
質
無
き
な
り
。
金
玉
の
積
ま
る
る
こ
と
山
の
如
き
を
見
る
は
、
憂
な
り
、
と
。
)
(
『
史
記
」
越
世
家
)
こ
の
夢
を
見
た
三
日
後
、
韓
か
ら
使
者
が
や
っ
て
来
て
、
上
党
の
地
を
抽
出
に
譲
り
た
い
と
言
う
。
欲
に
目
が
く
ら
ん
だ
孝
成
王
は
、
大
叔
父
に
当
た
る
趨
豹
の
忠
告
を
無
視
し
て
こ
の
申
し
出
を
受
け
る
。
そ
し
て
越
は
そ
の
た
め
に
秦
の
侵
攻
を
招
き
、
四
十
万
余
の
兵
を
失
う
。
孝
成
王
の
見
た
、
天
に
上
ろ
う
と
し
て
墜
落
す
る
夢
は
、
彼
の
こ
の
失
政
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
夢
で
天
に
上
る
王
の
話
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
が
、
夢
の
中
で
王
は
単
に
天
に
上
る
だ
け
で
、
そ
の
目
的
は
欠
落
し
て
お
り
、
昇
天
と
王
の
統
治
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
8 
孝
文
帝
時
中
寵
臣
、
土
人
則
郵
遇
、
富
者
則
越
問
、
北
宮
伯
子
。
北
富
伯
子
以
愛
人
長
者
、
而
越
同
以
星
信
用
幸
、
常
局
文
帝
参
衆
、
都
通
無
伎
能
。
部
遇
、
萄
郡
南
安
人
也
。
以
濯
総
局
賞
頭
郎
。
孝
文
帝
夢
欲
上
天
、
不
能
、
有
一
賞
頭
郎
従
後
推
之
上
天
、
顧
見
其
衣
姿
帯
後
穿
。
究
而
之
漸
童
、
以
夢
中
陰
自
求
推
者
郎
、
即
見
郵
遇
。
其
衣
後
穿
、
夢
中
所
見
也
。
(
孝
文
帝
の
時
中
の
寵
臣
、
士
人
は
則
ち
部
遇
、
富
者
は
則
ち
越
岡
、
北
宮
伯
子
な
り
。
北
宮
伯
子
は
人
E
 
を
愛
す
る
を
以
て
長
り
、
而
し
て
趨
伺
は
星
気
を
以
て
幸
せ
ら
れ
、
常
に
文
帝
の
参
乗
と
矯
る
も
、
郵
通
は
伎
能
無
し
。
都
通
は
、
局
き
お
さ
郡
南
安
の
人
な
り
。
船
に
濯
す
を
以
て
黄
頭
郎
と
昂
る
。
孝
文
帝
夢
に
天
に
上
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
能
わ
ず
、
一
黄
頭
郎
有
り
て
後
ろ
従
り
之
れ
を
推
し
て
天
に
上
ら
し
む
、
顧
み
て
其
の
衣
姿
の
帯
う
が
の
後
ろ
穿
た
る
る
を
見
る
。
究
め
て
漸
蓋
に
之
き
、
夢
中
を
以
て
陰
か
に
自
ら
推
し
し
者
の
郎
を
求
む
る
に
、
即
ち
節
通
を
見
る
。
其
の
衣
は
後
ろ
穿
た
れ
て
、
夢
中
に
見
る
所
な
り
。
)
(
『
史
記
』
倭
幸
列
伝
)
ま
み
秦
の
謬
公
や
趨
簡
子
の
話
と
は
異
な
り
、
上
帝
に
見
え
る
と
い
う
、
天
に
上
る
本
来
の
目
的
は
欠
落
し
て
い
る
も
の
の
、
王
者
の
資
格
を
有
す
る
者
が
天
に
上
る
と
い
う
要
素
だ
け
は
残
っ
て
い
る
。
乙
の
よ
う
に
、
そ
の
目
的
が
特
に
明
示
さ
れ
ず
、
た
だ
王
者
が
天
に
上
っ
た
と
語
ら
れ
る
話
回
、
先
に
見
た
、
天
に
上
っ
て
上
帝
か
ら
直
接
命
を
受
付
、
地
に
降
っ
て
地
上
を
治
め
た
古
の
王
者
の
話
の
残
浮
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
章
の
始
め
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
離
騒
」
の
主
人
公
は
、
天
界
遊
行
の
中
で
「
上
下
」
や
「
陸
降
」
と
い
っ
た
上
下
の
動
き
を
意
志
的
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
上
下
の
動
き
を
伴
う
「
離
騒
」
の
天
界
遊
行
の
背
後
に
は
、
天
に
上
り
地
に
下
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
古
の
王
者
の
伝
説
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
夢
幻
的
で
き
ら
び
や
か
な
「
離
騒
」
の
天
界
遊
行
は
、
作
品
の
中
で
、
天
地
を
往
来
す
る
王
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
主
人
公
に
重
ね
合
わ
せ
る
効
果
を
持
っ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
求
索
」
に
つ
い
て
亙
成
の
言
葉
に
見
え
る
君
臣
遇
合
例
「
離
騒
」
の
主
人
公
は
、
作
品
の
中
で
二
度
に
分
け
て
天
界
遊
行
を
行
っ
て
い
る
。
伝
説
上
の
女
性
た
ち
と
婚
姻
関
係
を
結
ぽ
う
と
す
る
一
度
目
の
遊
行
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
後
、
彼
は
霊
気
に
占
い
を
命
じ
、
そ
の
結
果
、
「
遠
逝
」
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
従
う
前
に
、
更
に
猛
威
に
も
判
断
を
求
め
る
。
今
、
便
宜
的
に
引
用
文
の
一
部
に
二
句
毎
に
①
1
⑥
の
記
号
を
付
し
て
示
す
。
欲
従
盤
気
之
官
口
占
A
H
d
霊
気
の
吉
占
に
従
わ
ん
と
欲
す
る
も
心
猶
抽
出
而
狐
疑
心
猶
甜
即
し
て
狐
疑
す
か
み
お
ろ
し
亙
成
勝
タ
降
今
混
成
賂
に
夕
に
降
せ
ん
と
し
1 
根
担
相
を
懐
き
て
之
を
要
む
お
お
っ
ぷ
さ
百
神
臨
調
い
て
其
れ
備
に
降
り
九
疑
績
と
し
て
其
れ
並
び
迎
う
皇
刻
刻
と
し
て
其
れ
震
を
揚
げ
余
に
告
ぐ
る
に
吉
故
を
以
て
す
日
く
勉
め
て
陸
降
し
て
以
て
上
下
し
築
慾
の
同
じ
き
所
を
求
め
よ
日
湯
再
般
に
し
て
合
う
を
求
め
日
こ
う
よ
う
出
山
軌
宇
品
官
何
耐
而
ち
能
く
調
う
品
配
有
も
中
情
其
れ
備
を
好
ま
ば
求
文
た
何
ぞ
必
ず
し
も
夫
の
行
媒
を
用
と
い
ん
や
え
っ
判
④
一
説
操
築
於
侍
厳
守
説
は
築
を
侍
巌
に
操
れ
ど
も
は
武
丁
用
而
不
疑
武
丁
用
い
て
疑
わ
ず
る
⑤
呂
望
之
鼓
万
守
呂
望
の
万
を
鼓
す
る
や
ふノ山
山
道
周
文
而
得
血
中
周
文
に
遭
い
て
血
中
げ
ら
る
る
を
得
に
雲
南
戚
之
瓶
歌
守
筒
戚
の
謡
歌
す
る
や
」織
野
桓
間
以
該
輔
替
桓
聞
き
て
以
て
輸
に
該
う
白
山
内
〔
ロ
)
イ
忠
一
成
か
ら
伝
え
ら
れ
る
お
告
げ
は
、
「
遠
逝
」
を
勧
め
る
湿
気
の
「
吉
知
占
」
を
疑
う
霊
均
に
対
し
て
、
天
地
を
昇
降
す
る
と
と
も
に
「
築
懲
の
同
じ
き
」
相
手
を
求
め
る
こ
と
を
勧
め
る
も
の
で
あ
る
(
①
)
。
そ
し
て
そ
の
好
例
と
し
て
、
般
の
湯
王
と
伊
罪
(
②
)
、
夏
の
爵
と
皐
陶
懐
椴
精
而
要
之
百
神
臨
調
其
備
降
守
九
疑
績
其
並
迎
皇
刻
刻
其
揚
鎮
守
告
余
以
吉
故
①
日
勉
陸
降
以
上
下
守
求
築
媛
之
所
同
②
湯
再
殿
而
求
合
分
塾
品
官
銃
而
能
調
③
有
中
情
其
好
筒
守
又
何
必
用
夫
行
媒
9 
(
②
)
、
股
王
武
丁
と
僻
説
(
④
)
、
周
の
文
王
と
太
公
望
呂
尚
(
⑤
)
、
斉
の
橿
公
と
世
間
戚
(
⑥
)
と
い
っ
た
伝
説
上
の
君
臣
遇
合
の
例
を
挙
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
湯
玉
と
再
は
「
合
う
を
求
め
」
て
、
そ
れ
ぞ
れ
伊
罪
と
皐
陶
を
得
た
と
い
う
。
ま
た
、
僻
説
・
呂
尚
・
爾
戚
の
三
人
は
、
い
ず
れ
も
卑
賎
な
身
分
に
あ
っ
た
が
、
股
王
武
丁
・
周
の
文
王
.
斉
の
桓
公
は
、
そ
れ
ぞ
れ
彼
ら
が
賢
者
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
き
、
挙
用
し
た
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
君
臣
過
合
の
例
に
お
い
て
、
進
ん
で
臣
を
求
め
る
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
の
は
い
ず
れ
も
君
の
側
で
あ
っ
て
、
遇
合
が
か
な
っ
た
の
は
、
賢
者
の
方
か
ら
積
極
的
に
仕
官
を
求
め
た
結
果
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
伊
苦
J
・
停
説
・
呂
尚
・
宵
戚
は
、
明
君
が
賢
者
を
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
治
世
に
成
功
し
た
と
い
う
君
臣
過
合
の
司
詰
の
中
で
し
ば
し
ば
そ
の
名
を
自
に
す
る
人
物
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
伊
罪
と
侍
説
の
名
が
見
え
る
典
型
的
な
例
を
一
つ
挙
げ
る
が
、
同
様
の
説
話
は
枚
挙
に
暇
が
な
叫
。
伊
塾
、
有
華
氏
之
女
之
私
臣
、
親
為
庖
人
。
湯
得
之
、
翠
以
為
己
相
、
血
(
接
天
下
之
政
、
治
天
下
之
民
。
僻
説
、
被
褐
帯
索
、
庸
築
乎
僻
巌
。
武
丁
得
之
、
準
以
為
三
公
、
奥
接
天
下
之
政
、
治
天
下
之
民
。
(
伊
勢
は
、
有
華
氏
の
女
の
私
臣
に
し
て
、
親
ら
庖
人
と
為
る
。
湯
之
れ
を
得
、
翠
げ
て
以
て
己
が
相
と
為
し
、
血
(
に
天
下
の
政
に
接
し
、
天
下
の
民
を
治
む
。
僻
説
は
、
褐
を
被
て
索
を
帯
び
、
10 
侍
巌
に
庸
築
す
。
武
丁
之
れ
を
得
、
事
げ
て
以
て
三
公
と
為
し
、
輿
に
天
下
の
政
に
接
し
、
天
下
の
民
を
治
む
。
)
(
『
墨
子
』
尚
賢
中
)
と
こ
ろ
で
、
「
離
騒
」
と
同
じ
楚
辞
に
含
ま
れ
る
「
天
間
」
に
見
え
る
過
去
の
王
朝
の
伝
説
に
関
す
る
問
い
に
は
、
「
離
騒
」
に
見
え
る
伝
説
と
、
そ
の
内
容
や
表
現
が
類
似
す
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
作
品
は
共
通
の
歴
史
的
知
識
を
背
景
に
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
「
天
間
」
の
中
に
も
、
君
臣
遇
合
に
触
れ
た
記
述
が
見
ら
れ
る
。
帝
乃
降
板
帝
乃
ち
降
り
翻
て
下
逢
伊
塾
下
に
伊
塾
に
逢
う
何
線
放
致
罰
何
ぞ
僚
に
放
ち
て
罰
を
致
し
而
繋
服
大
説
繋
服
し
て
大
い
に
説
ぶ
や
こ
れ
は
般
の
湯
王
が
伊
罪
を
挙
用
し
て
、
夏
の
祭
王
を
倒
し
た
話
に
基
づ
く
問
い
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
湯
玉
と
伊
罪
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
聞
い
も
見
ら
れ
る
。
成
湯
東
巡
成
湯
は
東
巡
し
て
有
率
愛
極
有
宰
に
愛
に
極
る
何
乞
彼
小
臣
何
ぞ
彼
の
小
臣
を
乞
い
て
市
吉
妃
是
得
吉
妃
を
是
れ
得
た
る
や
水
演
之
木
水
演
の
木
に
得
彼
小
子
彼
の
小
子
を
得
た
り
夫
何
悪
之
夫
れ
何
ぞ
之
れ
を
悪
み
て
駿
有
幸
之
婦
有
撃
の
婦
に
駿
せ
る
や
こ
れ
ら
は
、
湯
玉
が
東
方
に
巡
狩
し
、
有
事
氏
の
国
に
伊
予
を
見
出
し
た
と
い
う
話
に
関
す
る
問
い
で
あ
ろ
う
。
「
天
間
」
に
は
ま
た
、
周
の
文
王
と
呂
尚
と
の
出
会
い
に
纏
わ
る
聞
い
も
見
え
る
。
師
望
在
感
師
望
は
擁
に
在
る
に
回
目
何
識
昌
は
何
ぞ
識
る
や
鼓
万
揚
聾
万
を
鼓
し
聾
を
揚
ぐ
る
に
后
何
喜
后
は
何
ぞ
喜
ぶ
や
乙
れ
ら
は
、
市
で
刃
物
を
打
ち
鳴
ら
し
て
い
た
呂
尚
を
文
王
が
見
出
し
た
と
い
う
、
「
離
騒
」
に
見
え
る
も
の
と
同
じ
話
に
つ
い
て
の
問
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
に
見
た
よ
う
に
、
「
天
間
」
が
基
づ
く
君
臣
遇
合
の
説
話
は
、
「
離
騒
」
に
見
え
る
君
臣
遇
合
の
例
と
重
な
り
合
う
。
そ
し
て
「
天
間
」
に
お
い
て
も
特
に
殿
の
湯
玉
と
伊
罪
の
出
会
い
は
、
「
帝
乃
ち
降
り
翻
て
下
に
伊
撃
に
逢
う
」
「
成
湯
は
東
巡
し
て
有
撃
に
愛
に
極
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
君
の
方
か
ら
臣
を
求
め
る
行
動
を
起
こ
し
た
も
の
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
「
離
騒
」
と
「
天
間
」
と
が
同
じ
歴
史
知
識
を
持
つ
人
々
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
「
離
騒
」
に
見
え
る
君
臣
遇
合
の
例
も
、
「
天
間
」
の
も
の
と
同
じ
よ
う
に
、
王
者
が
賢
者
を
見
出
し
て
用
い
た
話
で
あ
る
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
般
の
湯
王
と
伊
罪
、
周
の
文
王
と
呂
尚
と
い
っ
た
君
臣
の
組
あ探み
るし合
。出わ
すせ
と由主
いら
う人
君々
臣が
遇恩
合い
の浮
物か
語べ
でた
あの
つは
た
と賢
推君
察が
さ自
れら
ZE 
でを
君
臣
過
合
例
の
も
つ
意
味
そ
れ
で
は
従
来
の
注
釈
者
た
ち
は
、
「
離
騒
」
の
こ
の
箇
所
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
間
前
節
に
掲
げ
た
「
離
騒
」
原
文
の
①
の
部
分
に
つ
い
て
、
ま
ず
王
矢
逸
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
制
言
、
首
自
勉
強
上
求
明
君
、
下
索
賢
臣
輿
己
合
法
度
者
、
因
輿
岡
山
市
志
共
矯
治
也
。
(
言
う
こ
こ
ろ
は
、
嘗
に
自
ら
勉
め
強
め
て
上
は
明
と
君
を
求
め
、
下
は
賢
匡
の
己
と
法
度
を
合
す
る
者
を
索
め
、
因
り
刊
て
輿
に
志
を
同
じ
く
し
て
共
に
治
を
矯
す
べ
き
な
り
、
と
。
)
U
U
次
に
②
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
る
-
=
一
尺
湯
馬
至
聖
、
猶
敬
承
天
道
、
求
其
匹
合
、
得
伊
予
巻
紙
、
乃
斗
J相
能
調
和
陰
陽
、
而
安
天
下
也
O
(
言
う
こ
こ
ろ
は
、
湯
・
爵
は
至
聖
に
な
る
も
、
猶
お
敬
み
て
天
道
を
承
け
、
其
の
匹
合
を
求
め
、
伊
罪
醐
・
品
誌
を
得
、
乃
ち
能
く
陰
陽
を
調
和
し
、
而
し
て
天
下
を
安
ん
「
ず
る
な
り
、
と
。
)
断
王
逸
は
①
を
、
上
は
明
君
を
求
め
、
下
は
考
え
方
の
合
う
賢
臣
を
求
め
、
共
に
明
君
に
仕
え
て
治
を
為
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
ー
も
の
と
見
な
し
、
②
に
つ
い
て
は
、
湯
玉
や
再
王
の
よ
う
な
聖
人
で
2 
あ
っ
て
も
な
お
慎
ん
で
天
の
道
に
従
い
、
賢
者
を
求
め
て
そ
れ
ぞ
れ
伊
予
と
谷
歓
を
得
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
陰
陽
を
調
和
し
て
天
下
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
解
す
る
。
し
か
し
、
①
と
②
と
の
関
係
、
或
い
は
①
と
④
以
下
の
君
臣
過
合
の
例
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
次
に
洪
興
祖
「
楚
辞
補
注
」
は
、
②
以
下
を
、
「
此
れ
自
り
以
下
、
皆
な
周
原
の
垣
間
な
り
。
(
自
此
以
下
、
皆
屈
原
語
。
)
」
と
し
て
、
①
の
お
告
げ
に
反
論
す
る
主
人
公
の
言
葉
で
あ
る
と
見
な
す
。
こ
の
解
釈
な
ら
ば
、
遠
く
へ
赴
い
て
君
主
を
求
め
よ
と
す
る
①
の
意
見
を
不
服
と
す
る
主
人
公
が
、
臣
の
方
か
ら
求
め
る
こ
と
な
く
君
主
に
見
出
さ
れ
た
好
例
と
し
て
、
②
以
下
に
王
者
が
賢
者
を
見
出
す
君
臣
遇
合
説
話
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
り
、
①
と
②
以
下
と
の
繋
が
り
に
関
し
て
は
筋
が
通
っ
て
お
り
、
問
題
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
亙
戚
は
、
先
に
占
い
を
し
た
霊
気
の
出
し
た
「
吉
占
」
に
つ
い
て
の
「
吉
故
」
、
す
な
わ
ち
、
占
い
の
結
果
が
吉
で
あ
る
と
と
を
裏
付
け
る
故
事
を
述
べ
る
の
で
あ
一
位
。
①
の
み
で
は
「
吉
故
」
と
呼
ぶ
に
相
応
し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。
や
は
り
②
以
下
の
君
臣
合
過
の
例
を
も
含
め
て
亙
戚
の
言
葉
と
解
す
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
朱
高
『
楚
辞
集
注
』
は
、
②
の
湯
と
伊
罪
、
再
と
鈴
係
は
、
奔
走
し
て
明
君
を
求
め
よ
と
主
人
公
に
勧
め
る
た
め
に
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
と
見
な
す
が
、
湯
・
百
円
と
い
う
明
君
の
方
か
ら
伊
罪
・
谷
係
と
い
う
賢
臣
を
求
め
た
点
が
重
要
な
の
で
は
な
く
、
単
に
2
考
え
方
の
ぴ
っ
た
り
と
合
う
「
築
悠
の
同
じ
き
」
相
手
を
求
め
た
好
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
と
ら
え
る
。
陸
降
上
下
而
求
賢
君
興
我
皆
能
合
乎
此
法
者
、
如
湯
之
得
伊
予
、
再
之
得
絵
師
鵬
、
始
能
調
和
而
必
合
也
。
(
陸
降
上
下
し
て
賢
君
の
我
と
皆
な
能
く
此
の
法
に
合
す
る
者
を
求
む
る
こ
と
、
湯
の
伊
罪
を
得
、
再
の
絵
師
耐
を
得
る
が
如
き
な
れ
ば
、
始
め
て
能
く
調
和
し
て
必
ず
合
う
な
り
。
)
そ
し
て
、
③
に
関
し
て
は
、
真
に
善
を
好
む
心
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
神
明
に
通
じ
、
仲
介
者
な
ど
い
な
く
て
も
賢
君
に
見
出
さ
れ
る
は
ず
だ
と
い
う
意
味
に
解
し
、
④
の
武
丁
と
僻
説
、
⑤
の
文
王
と
呂
尚
、
⑥
の
桓
公
と
筒
戚
の
君
臣
遇
合
は
、
賢
者
の
心
が
神
明
に
通
じ
た
結
果
、
賢
君
に
見
出
さ
れ
た
例
で
あ
る
と
見
る
。
一
一
=
尺
誠
心
好
善
則
精
感
神
明
、
賢
君
自
蛍
翠
而
用
之
。
不
必
須
左
右
薦
達
也
。
(
一
吉
う
と
こ
ろ
は
、
誠
心
善
を
好
め
ば
則
ち
精
は
神
明
を
感
ぜ
し
め
、
賢
君
自
ら
営
に
翠
げ
て
之
を
用
う
べ
し
。
必
ず
し
も
左
右
の
薦
達
を
須
い
ず
、
と
。
)
明
の
注
唆
『
楚
辞
集
解
』
も
ま
た
、
①
②
を
朱
嘉
と
同
じ
よ
う
に
と
ら
え
る
。
竣
按
、
上
二
勾
言
臣
之
揮
君
、
下
二
句
言
君
之
揮
臣
、
上
下
所
揮
亦
惟
於
其
道
之
同
罵
市
己
実
。
(
稜
按
ず
る
に
、
上
の
ニ
句
は
臣
の
君
を
揮
ぶ
を
量
一
回
い
、
下
の
二
匂
は
君
の
直
を
揮
ぶ
を
言
う
、
上
下
擦
ぶ
所
も
亦
た
惟
だ
其
の
道
の
同
じ
き
に
於
い
て
の
み
な
り
。
)
涯
稜
が
他
の
注
釈
者
た
ち
と
異
な
る
の
は
、
②
以
下
に
見
え
る
君
臣
遇
合
が
、
君
の
方
か
ら
臣
を
探
し
求
め
た
例
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
た
上
で
解
釈
を
試
み
て
い
る
点
で
あ
る
。
竣
按
、
「
何
必
用
夫
行
媒
」
、
或
者
言
、
君
子
之
子
出
慮
、
但
嘗
修
道
於
己
、
不
必
往
求
於
人
之
意
、
非
調
不
用
行
媒
而
自
往
求
之
、
君
子
無
求
用
之
理
。
此
説
雌
善
、
要
非
亙
成
本
意
。
屈
子
正
憾
其
理
弱
媒
拙
、
欲
自
適
而
不
可
、
故
占
之
以
決
疑
。
亙
成
方
且
勘
其
上
下
以
求
索
、
而
文
一
宮
一
一
口
不
必
往
求
、
是
祖
其
遠
逝
而
益
滋
其
疑
也
。
猛
威
但
言
不
必
借
カ
於
人
以
求
之
、
有
五
口
道
之
問
、
雌
自
適
文
何
不
可
乎
。
此
「
何
必
用
夫
行
媒
」
之
意
也
。
雄
然
、
極
成
之
所
調
不
用
行
媒
而
自
往
求
之
者
、
亦
田
中
情
好
修
而
己
奏
、
築
燈
之
同
而
巳
失
之
求
之
也
。
其
諸
異
乎
人
之
求
之
輿
。
不
然
、
何
局
以
塾
陶
侍
説
言
之
邪
。
三
子
者
、
聖
人
也
。
又
宣
翼
嘗
白
求
用
於
人
也
哉
。
古
人
之
言
問
、
意
各
有
在
、
不
可
拘
一
也
。
(
竣
按
ず
る
に
、
「
何
ぞ
必
ず
し
も
夫
の
行
媒
を
用
い
ん
や
」
と
は
、
或
る
者
言
う
、
君
子
の
出
慮
に
於
け
る
や
、
但
だ
営
に
道
を
己
に
修
む
べ
き
の
み
に
し
て
、
必
ず
し
も
往
き
て
人
に
求
め
ざ
る
の
意
な
り
、
行
媒
を
用
い
ず
し
て
自
ら
往
き
て
之
れ
を
求
め
よ
と
謂
う
に
非
ず
、
君
子
は
用かな
い
ら
る
る
を
求
む
る
の
理
無
し
、
と
。
此
の
説
善
し
と
雌
も
、
要
ら
ず
亙
成
の
本
意
に
非
ず
。
周
子
は
正
に
其
の
理
弱
く
媒
拙
な
る
う
と
ら
を
憾
み
、
自
ら
適
か
ん
と
欲
す
る
も
不
可
な
り
、
故
に
之
れ
を
占
い
て
以
て
疑
い
を
決
す
。
亙
成
方
に
且
つ
其
の
上
下
し
て
以
て
求
索
す
る
を
勧
め
、
而
し
て
文
た
必
ず
し
も
往
き
て
求
め
ず
と
言
え
は
ほ
ば
、
是
れ
其
の
遠
逝
を
温
み
て
益
ま
す
其
の
疑
い
を
滋
す
な
り
。
亙
戚
は
但
だ
必
ず
し
も
カ
を
人
に
借
り
て
以
て
之
れ
を
求
め
ざ
る
も
、
有
く
も
吾
が
道
之
れ
同
じ
け
れ
ば
、
自
ら
適
く
と
雄
も
又
た
何
ぞ
不
可
な
ら
ん
と
言
う
の
み
。
此
れ
「
何
ぞ
必
ず
し
も
夫
の
行
媒
を
用
い
ん
や
」
の
意
な
り
。
然
り
と
雌
も
、
亙
成
の
謂
う
所
の
行
媒
を
用
い
ず
し
て
自
ら
往
き
て
之
れ
を
求
め
よ
と
は
、
亦
た
中
国
情
修
を
好
む
の
み
、
築
獲
の
同
じ
き
の
み
之
れ
之
れ
を
求
め
よ
と
矢
田
う
な
り
。
其
れ
諸
れ
人
の
之
れ
を
求
む
る
に
異
な
ら
ん
や
。
然
到
ら
ざ
れ
ば
、
何
漏
れ
ぞ
塾
・
陶
・
僻
説
を
以
て
之
れ
を
言
う
や
。
二
一
同
子
は
、
聖
人
な
り
。
又
た
宣
に
異
に
嘗
て
自
ら
用
い
ら
る
る
を
人
と
ら
と
に
求
め
ん
や
。
古
人
の
言
は
、
意
各
お
の
在
る
有
り
、
一
に
拘
わ
引
る
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
o
)
日
山
在
磯
は
③
に
関
す
る
あ
る
意
見
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
③
る
の
意
味
は
、
君
子
は
出
処
に
関
し
て
は
自
ら
の
行
い
を
修
め
る
だ
け
ふノ制
で
よ
く
、
仲
介
者
を
使
っ
て
仕
官
を
求
め
る
必
要
な
ど
な
い
と
い
う
に
こ
と
で
あ
っ
て
、
仲
介
者
を
通
さ
ず
に
自
ら
仕
官
を
求
め
に
行
け
と
」向
山
勧
め
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
見
「
た
朱
藁
の
解
釈
と
大
筋
に
お
い
て
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
な
意
見
に
知
対
し
て
涯
唆
は
、
そ
れ
で
は
思
一
成
は
、
①
で
「
勉
め
て
陸
降
し
て
以
て
上
下
」
せ
よ
と
遠
逝
を
勧
め
な
が
ら
、
③
以
下
で
は
行
く
な
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
阻
艇
が
生
じ
る
で
は
な
い
か
と
し
て
、
次
の
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よ
う
に
自
ら
の
意
見
を
述
べ
る
。
③
の
「
何
ぞ
必
ず
し
も
夫
の
行
媒
を
用
い
ん
や
」
と
は
、
主
人
公
に
、
他
人
の
力
を
借
り
ず
に
自
ら
仕
官
を
求
め
に
行
く
こ
と
を
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
亙
成
は
同
時
に
、
「
中
情
怖
を
好
」
み
、
「
築
悠
の
同
じ
き
」
相
手
、
つ
ま
り
心
か
ら
優
れ
た
も
の
を
好
み
、
ぴ
っ
た
り
と
考
え
方
の
合
う
相
手
だ
け
を
求
め
よ
と
昔
一
回
う
の
で
あ
る
か
ら
、
主
人
公
の
方
か
ら
相
手
を
求
め
に
行
く
と
言
っ
て
は
い
て
も
、
実
際
は
相
手
の
方
か
ら
主
人
公
を
求
め
る
の
と
変
わ
り
が
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
ど
う
し
て
伊
安
・
笹
蘇
.
侍
説
と
い
っ
た
自
ら
仕
官
を
求
め
た
こ
と
が
な
い
聖
人
を
例
に
挙
げ
る
の
か
。
士
白
人
の
言
葉
の
真
意
が
ど
こ
に
あ
る
か
は
場
合
に
よ
り
異
な
り
、
一
定
で
は
な
い
の
だ
。
狂
唆
は
こ
の
よ
う
に
、
亙
戚
が
主
人
公
に
明
君
を
捜
し
求
め
に
行
く
よ
う
勧
め
る
一
方
で
、
逆
に
明
君
が
賢
臣
を
見
出
し
挙
用
し
た
例
を
挙
げ
る
理
由
を
何
と
か
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
は
朱
寮
と
同
じ
く
、
こ
乙
の
君
臣
遇
合
は
、
明
君
が
賢
臣
を
求
め
た
例
と
し
て
で
は
な
く
、
単
な
る
「
築
穫
の
同
じ
き
」
者
同
士
の
遇
合
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
次
に
、
近
人
の
務
国
恩
氏
の
解
釈
を
見
て
み
よ
う
。
「
勉
陸
降
以
上
下
」
者
、
猶
云
姑
且
術
仰
浮
沈
、
忍
而
暫
留
於
此
、
不
必
皇
皇
罵
遠
逝
以
求
合
也
。
尤
非
勧
其
過
都
越
圏
、
上
下
求
索
之
謂
也
。
其
意
輿
霊
気
絶
不
同
・
:
。
(
「
勉
め
て
陸
降
し
て
以
て
上
下
」
す
る
と
い
う
の
は
、
周
囲
の
流
れ
に
身
を
任
せ
な
が
ら
、
我
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慢
し
て
暫
く
こ
こ
に
留
れ
、
慌
て
て
遠
く
に
行
っ
て
自
分
に
合
う
者
を
求
め
る
に
は
及
ば
な
い
、
と
い
う
乙
と
を
言
う
。
決
し
て
国
を
去
っ
て
、
上
下
じ
て
探
し
求
め
よ
と
勧
め
て
い
る
の
で
は
な
い
。
盤
気
の
言
っ
て
い
る
こ
と
と
は
全
く
意
味
が
異
な
る
の
で
あ
る
一立。)
瀞
氏
が
従
来
の
解
釈
者
た
ち
と
異
な
る
の
は
、
①
を
、
賢
者
は
動
か
ず
じ
っ
と
挙
用
さ
れ
る
の
を
待
つ
べ
き
だ
と
い
う
、
主
人
公
に
対
す
る
言
葉
で
あ
る
と
見
な
す
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
勉
め
て
陸
降
し
て
以
て
上
下
」
す
る
こ
と
を
、
置
か
れ
た
環
境
に
従
っ
て
浮
沈
し
な
が
ら
留
ま
る
と
い
う
意
味
に
解
し
、
極
成
は
「
遠
逝
」
を
勧
め
た
怒
気
と
は
逆
に
、
留
ま
る
よ
う
勧
め
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
瀞
氏
は
、
②
以
下
の
君
臣
遇
合
例
に
関
し
て
は
朱
藁
と
同
様
、
行
い
を
修
め
て
明
君
に
見
出
さ
れ
た
資
者
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
見
な
す
。
品
官
再
帥
之
於
局
、
伊
塾
之
於
湯
、
皆
不
求
而
合
者
也
。
僻
説
・
呂
望
・
耐
闇
戚
諸
賢
、
亦
不
求
市
合
者
也
。
蓋
賢
者
自
修
其
徳
、
則
積
中
護
外
、
自
不
俄
於
干
要
、
必
有
一
朝
之
遇
。
而
明
君
在
上
、
亦
必
不
使
有
遺
賢
在
下
也
。
此
其
意
一
則
以
尼
其
行
、
一
則
姑
留
以
待
時
、
雄
託
諸
聴
明
正
直
之
口
、
質
矯
屈
子
肺
附
之
言
。
(
谷
係
は
同
に
、
伊
撃
は
湯
に
、
ど
ち
ら
も
自
ら
求
め
る
こ
と
な
く
出
遭
う
こ
と
が
で
き
た
。
僻
説
・
旦
口
望
・
宵
戚
と
い
っ
た
賢
者
た
ち
も
、
自
ら
求
め
る
こ
と
な
く
君
主
に
出
遭
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
賢
者
は
徳
を
修
め
て
い
れ
ば
、
徳
が
中
に
積
も
り
外
に
表
れ
、
自
分
か
ら
求
め
る
こ
と
な
ど
し
な
く
て
も
、
必
ず
明
君
に
迎
え
る
日
が
来
る
。
そ
れ
に
明
君
が
上
に
い
れ
ば
、
決
し
て
賢
者
を
下
に
捨
て
置
く
こ
と
な
ど
し
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
一
つ
に
は
そ
の
行
い
を
慎
む
こ
と
を
、
一
つ
に
は
暫
く
留
ま
っ
て
時
を
待
つ
こ
と
を
一
吉
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
聡
明
で
正
直
な
者
の
言
葉
に
託
し
て
い
る
が
、
こ
れ
乙
そ
屈
原
の
本
心
な
の
で
あ
る
。
)
確
か
に
こ
の
解
釈
な
ら
ば
、
①
と
②
以
下
の
君
臣
過
合
例
と
の
接
合
に
は
問
題
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
そ
の
代
わ
り
に
、
そ
れ
以
外
の
部
分
の
解
釈
に
不
都
合
が
生
じ
て
く
る
。
例
え
ば
、
瀞
氏
は
①
の
「
上
下
」
「
求
」
の
語
は
、
「
離
騒
」
の
他
の
箇
所
に
見
え
る
「
上
下
」
「
求
」
と
意
味
が
異
な
る
の
だ
と
す
る
。
自
昔
注
家
、
見
陸
降
上
下
之
文
、
奥
前
後
周
流
上
下
之
語
相
似
、
又
以
求
築
滋
之
求
、
輿
前
後
求
索
、
求
美
、
求
女
之
求
相
混
、
而
其
誤
遂
不
可
究
詰
失
。
(
昔
か
ら
注
釈
者
た
ち
が
、
こ
の
文
の
「
陸
降
」
「
上
下
」
を
、
他
の
箇
所
に
見
え
る
「
周
流
」
「
上
下
」
と
同
様
と
見
な
し
、
ま
た
「
築
獲
の
同
じ
き
所
を
求
め
る
」
の
「
求
」
と
、
他
の
箇
所
の
「
求
索
」
、
「
求
美
」
、
「
求
女
」
の
「
求
」
と
を
混
同
し
て
き
た
た
め
、
そ
の
誤
り
は
と
う
と
う
究
明
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
)
し
か
し
、
こ
の
箇
所
の
「
上
下
」
や
「
求
」
だ
け
が
他
の
箇
所
の
「
上
下
」
や
「
求
」
と
全
く
逆
の
意
味
を
持
つ
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
源
氏
は
、
湿
気
と
亙
成
と
が
正
反
対
の
行
動
を
勧
め
て
い
る
と
す
る
が
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
混
成
は
短
気
の
出
し
た
手
早
巴
に
対
す
る
「
吉
故
」
を
「
告
」
げ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
主
旨
は
必
然
的
に
霊
気
の
も
の
と
合
致
す
る
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
見
て
も
減
氏
の
説
は
成
り
立
ち
難
い
と
一
吉
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
務
氏
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
無
理
の
あ
る
解
釈
を
す
る
の
か
と
言
問
え
ば
、
そ
れ
は
氏
が
、
②
以
下
に
見
え
る
明
君
に
見
出
さ
れ
た
賢
臣
と
、
主
人
公
の
町
立
場
と
を
重
ね
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
矢
乙
こ
に
見
た
注
釈
は
い
ず
れ
も
、
「
離
騒
」
の
主
人
公
を
作
者
で
あ
到
る
楚
の
忠
臣
屈
原
自
身
と
す
る
立
場
に
立
ち
、
「
離
騒
」
の
内
容
を
そ
悼
の
屈
原
像
に
沿
う
よ
う
解
釈
し
よ
う
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
と
忠
臣
屈
原
に
対
し
て
亙
成
が
、
君
が
臣
を
求
め
る
君
臣
遇
合
の
例
を
引
挙
げ
な
が
ら
遠
逝
を
促
す
と
い
う
不
合
理
を
解
消
し
よ
う
と
、
様
々
日
比
に
解
釈
を
工
夫
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
不
自
然
さ
は
拭
い
切
る
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
みノ制
「
離
騒
」
の
主
人
公
は
忠
臣
屈
原
で
あ
る
と
い
う
先
入
観
を
払
拭
し
に
た
上
で
こ
の
筒
所
を
見
て
み
る
と
、
主
人
公
に
対
し
て
、
①
で
「
勉
糊
め
て
陸
降
し
て
以
て
上
下
し
、
築
獲
の
同
じ
き
所
を
求
め
よ
」
と
言
げ
う
と
と
も
に
、
②
以
下
に
、
王
者
が
賢
者
を
見
出
し
た
例
を
列
挙
し
絶
て
い
る
と
と
か
ら
、
極
成
の
言
葉
は
、
主
人
公
を
湯
・
馬
・
武
丁
・
5
周
の
文
王
・
斉
の
桓
公
と
い
っ
た
王
者
に
な
ぞ
ら
え
た
上
で
、
伊
予
l
・
皐
陶
・
侍
説
・
日
尚
・
筒
戚
に
当
た
る
、
主
人
公
の
良
き
補
佐
と
な
る
賢
者
を
求
め
る
よ
う
勧
め
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
読
み
も
可
能
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
読
み
と
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
箇
所
の
亙
成
の
言
葉
は
、
従
来
の
解
釈
に
あ
る
よ
う
に
、
臣
下
で
あ
る
主
人
公
に
、
彼
を
挙
用
し
て
く
れ
る
明
君
を
探
し
に
行
く
よ
う
勧
め
る
も
の
で
は
な
く
、
王
者
と
し
て
立
と
う
と
す
る
主
人
公
に
対
し
て
、
彼
を
補
佐
し
、
統
治
を
成
功
に
導
く
賢
者
を
探
し
に
行
く
よ
う
勧
め
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
求
索
と
四
方
へ
の
遠
遊
君
が
臣
を
見
出
す
君
臣
遇
合
の
説
話
で
、
王
者
が
自
ら
の
目
で
賢
者
を
見
出
す
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
る
と
、
そ
れ
は
次
第
に
、
王
者
が
自
ら
遠
遊
し
て
賢
者
を
求
め
る
話
へ
と
発
展
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
『
E
口
氏
春
秋
』
孝
行
覧
慎
人
に
は
、
「
馬
天
下
を
周
り
、
以
て
賢
者
を
求
め
、
事
め
て
鈴
首
を
利
し
、
水
竣
川
揮
の
湛
滞
翠
塞
し
て
通
ず
可
き
者
、
属
議
く
之
を
属
す
。
(
高
周
於
天
下
、
以
求
賢
者
、
事
利
野
首
、
水
凌
川
津
之
溢
滞
窪
塞
可
適
者
、
爵
蓮
昌
国
之
。
)
」
と
あ
り
、
高
が
賢
者
を
求
め
て
天
下
を
周
流
し
た
と
い
う
伝
説
の
存
在
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
『
呂
氏
春
秋
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
話
も
見
え
る
。
先
王
之
索
賢
人
、
無
不
以
也
、
極
卑
極
賎
、
極
遠
極
持
。
目
亮
侍
天
下
於
舜
、
植
之
諸
侯
、
委
以
二
女
、
臣
以
十
子
、
身
請
北
面
朝
之
、
至
卑
也
。
伊
芦
庖
厨
之
臣
也
、
僻
説
殿
之
背
麟
也
、
皆
上
相
3 
16 
天
子
、
至
賎
也
。
再
東
至
樽
木
之
地
、
・
。
南
至
交
祉
、
:
。
西
至
三
危
之
園
、
・
:
。
北
至
人
正
之
圏
、
・
:
。
不
有
慨
堕
、
憂
其
掛
川
首
、
顔
色
繁
黒
、
寂
臓
不
通
、
歩
不
相
過
、
以
求
賢
人
、
欲
霊
地
利
、
至
努
也
。
得
陶
・
化
盆
・
員
窺
・
横
革
・
之
交
、
五
人
佐
属
。もち
故
功
績
銘
乎
金
石
、
著
於
盤
孟
。
(
先
王
の
賢
人
を
索
む
る
や
、
以
い
ざ
る
無
く
、
卑
を
極
め
賎
を
極
め
、
遼
を
極
め
鍔
を
極
む
。
:
莞
は
天
下
を
舜
に
停
え
、
之
に
諸
侯
を
植
せ
し
め
、
妾
わ
す
に
二
女
を
以
て
し
、
臣
と
す
る
に
十
子
を
以
て
し
、
身
ら
北
面
し
て
之
に
朝
す
る
を
請
う
は
、
至
卑
な
り
。
伊
予
は
庖
厨
の
臣
な
り
、
侍
説
は
般
の
膏
康
な
り
、
皆
上
り
て
天
子
に
相
た
る
は
、
至
賎
な
り
。
爵
は
東
し
て
樽
木
の
地
、
:
に
至
る
。
南
し
て
交
祉
、
・
に
至
る
。
西
し
て
三
危
の
園
、
・
に
至
る
。
北
し
て
人
正
の
圏
、
・
:
に
至
る
。
僻
堕
す
る
こ
と
有
ら
ず
、
其
の
野
首
を
憂
え
て
、
顔
色
駒
常
黒
に
し
て
、
簸
蔵
通
ぜ
ず
、
歩
む
に
相
い
過
ぎ
ず
、
以
て
賢
人
を
求
め
、
地
の
利
を
謹
さ
ん
と
欲
す
る
は
、
至
抽
出
な
り
。
陶
・
化
盆
・
民
間
四
・
横
革
・
之
交
を
得
、
五
入
国
を
佐
く
。
故
に
功
績
は
金
石
に
銘
せ
ら
れ
、
盤
孟
に
著
さ
る
。
)
(
「
呂
氏
春
秋
』
慎
行
論
求
人
)
こ
の
記
述
は
、
天
子
は
卑
・
賎
・
遠
・
労
を
厭
わ
ず
賢
人
を
求
め
て
登
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
伊
予
と
僻
説
も
ま
た
、
天
子
が
「
賎
を
極
め
」
て
登
用
し
た
人
物
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。
更
に
こ
こ
に
は
、
天
子
が
「
速
を
極
め
労
を
極
め
」
て
賢
人
を
求
め
た
好
例
と
し
て
、
国
が
四
方
を
巡
り
、
五
人
の
補
佐
を
得
て
、
地
上
を
治
め
た
と
い
う
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
爵
の
四
方
へ
の
巡
狩
と
、
賢
者
を
求
め
る
た
め
の
遠
遊
と
が
一
つ
の
話
に
集
約
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
、
理
想
的
な
統
治
に
不
可
欠
な
、
王
者
自
身
が
行
う
べ
き
遠
行
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、
一
つ
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
離
騒
」
の
主
人
公
は
、
「
朝
に
籾
を
蒼
梧
に
委
し
夕
に
余
豚
圃
に
至
る
(
朝
護
籾
於
蒼
梧
今
夕
余
至
乎
鯨
圃
)
」
、
「
朝
に
吾
将
に
自
制
を
済
り
町
風
に
登
り
て
馬
を
備
が
ん
と
す
(
朝
吾
将
済
於
白
水
分
登
閲
風
而
練
馬
)
」
、
「
吾
が
道
を
夫
の
昆
掃
に
濯
ら
す
に
路
は
修
く
遠
く
以
て
周
流
せ
ん
(
遁
吾
道
夫
見
祷
今
路
筒
遠
以
周
流
)
」
、
「
朝
に
籾
を
天
津
に
設
し
タ
ベ
に
余
西
極
に
至
る
(
朝
稜
籾
於
天
津
今
夕
余
至
乎
西
極
)
」
、
「
忽
と
し
て
吾
此
の
流
沙
を
行
き
赤
水
に
遊
い
て
容
興
す
(
忽
五
口
行
此
流
沙
守
遵
赤
水
而
容
輿
)
」
、
「
不
周
に
路
し
て
以
て
左
縛
し
西
海
を
指
し
て
以
て
期
と
局
す
(
路
不
周
以
左
縛
令
指
西
海
以
同
周
期
)
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
伝
説
上
の
様
々
な
土
地
を
巡
る
。
ま
た
、
「
覧
て
四
極
を
相
観
し
天
に
周
流
し
て
余
乃
ち
下
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
地
の
四
隅
を
巡
り
見
る
。
第
二
章
で
述
べ
た
上
下
の
動
き
だ
け
で
は
な
く
、
四
方
へ
の
動
き
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
離
騒
」
の
主
人
公
に
よ
る
こ
の
四
方
へ
の
動
き
に
は
、
古
の
王
者
に
よ
る
四
方
へ
の
巡
狩
の
描
写
が
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
『
大
戴
礼
記
』
五
帝
徳
に
は
、
五
帝
の
一
人
で
あ
る
領
頑
の
巡
狩
が
記
述
さ
れ
て
い
目
。
孔
子
目
、
頗
項
、
賞
帝
之
孫
、
日
間
意
之
子
也
、
日
高
陽
。
-
乗
龍
而
至
四
海
、
北
至
子
幽
陵
、
南
至
子
交
祉
、
西
済
子
流
沙
、
東
至
子
幡
木
。
動
静
之
物
、
大
小
之
神
、
日
月
所
照
、
莫
不
抵
闘
。
(
孔
子
日
く
、
傾
問
視
は
、
黄
帝
の
孫
、
自
国
意
の
子
な
り
、
高
陽
と
臼
う
。
:
龍
に
乗
り
て
四
海
に
至
る
、
北
の
か
た
幽
陵
に
至
り
、
南
の
か
た
交
祉
に
至
り
、
西
の
か
た
流
沙
を
済
り
、
東
の
か
た
幡
木
に
至
即
る
。
動
静
の
物
、
大
小
の
神
、
日
月
の
照
ら
す
所
、
抵
附
せ
ざ
る
俊
英
し
。
)
(
「
大
戴
耀
記
』
五
帝
徳
)
劇
龍
に
乗
っ
て
四
海
に
至
る
こ
の
傾
頃
の
姿
は
、
鮫
の
牽
く
車
に
巾
乗
っ
て
天
地
の
聞
を
上
下
し
な
が
ら
四
方
を
巡
る
「
離
騒
」
の
主
人
と
公
を
街
仰
と
さ
せ
る
。
「
離
騒
」
の
主
人
公
は
、
天
に
上
り
地
に
下
り
、
町
四
方
を
遠
遊
し
な
が
ら
、
自
ら
「
築
獲
の
同
じ
き
」
者
を
探
し
求
め
印
る
。
彼
の
こ
の
行
為
の
背
後
に
は
、
四
方
を
巡
っ
て
賢
者
を
求
め
る
る
百
円
や
、
龍
に
乗
っ
て
四
海
に
至
る
傾
頑
の
よ
う
な
王
者
の
伝
説
が
存
ふ
J制
在
し
た
と
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
」騒晴
四
お
わ
り
に
僻
以
上
、
「
離
騒
」
の
天
界
遊
行
に
含
ま
れ
る
要
素
の
中
か
ら
、
天
に
7
上
り
地
に
下
る
「
上
下
」
の
動
き
と
、
遠
遊
し
て
理
想
の
人
物
を
探
l
し
求
め
る
「
求
索
」
の
二
つ
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
結
論
が
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
要
素
「
上
下
」
の
背
後
に
は
、
王
者
が
天
に
上
り
地
に
下
る
と
い
う
説
話
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
第
二
の
要
素
「
求
索
」
は
、
王
者
が
、
統
治
を
成
功
に
導
い
て
く
れ
る
よ
う
な
賢
臣
を
見
出
す
た
め
に
四
方
を
巡
る
と
い
う
説
話
を
下
敷
き
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
「
離
騒
」
の
天
界
遊
行
の
背
景
に
あ
っ
た
も
の
は
、
盛
岡
明
に
よ
る
呪
的
飛
淘
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
上
下
四
方
を
遊
行
す
る
王
者
に
纏
わ
る
伝
説
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
統
的
解
釈
の
よ
う
に
、
主
人
公
を
楚
の
忠
臣
屈
原
と
見
な
し
、
そ
の
よ
う
な
屈
原
像
に
沿
う
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、
「
離
騒
」
は
不
遇
の
士
の
悲
劇
を
う
た
っ
た
も
の
と
し
て
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
屈
原
と
い
う
人
物
が
戦
国
期
の
楚
に
実
在
し
た
「
離
騒
」
の
作
者
で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
長
年
の
議
論
を
経
て
も
未
だ
確
実
な
回
答
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
「
離
騒
」
を
忠
臣
屈
原
が
自
ら
の
悲
劇
を
う
た
っ
た
も
の
と
見
な
す
伝
統
的
解
釈
は
、
『
史
記
』
屈
原
賀
生
列
伝
に
書
か
れ
た
屈
原
の
伝
記
に
沿
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
屈
原
の
伝
記
自
体
は
、
「
離
騒
」
と
い
う
作
品
を
、
屈
原
が
自
身
の
悲
劇
を
う
た
っ
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
伝
記
に
依
拠
し
て
作
者
を
想
定
し
、
ま
た
同
時
に
、
作
者
と
主
人
公
と
を
同
一
視
す
る
従
来
の
解
釈
に
対
し
、
疑
問
を
投
げ
か
け
る
意
8
見
は
、
近
年
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
忠
臣
屈
原
の
影
を
払
l
拭
し
た
後
、
改
め
て
個
々
の
作
品
と
向
き
合
い
、
新
し
い
読
み
の
可
能
性
を
探
る
試
み
は
、
未
だ
十
分
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
の
は
、
「
雌
騒
」
と
い
う
一
作
品
の
中
の
、
天
界
遊
行
と
い
う
限
ら
れ
た
部
分
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
が
、
今
後
、
小
論
の
考
察
を
踏
ま
え
た
上
で
、
作
品
全
体
に
つ
い
て
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
、主
(1)
小
南
一
郎
「
楚
辞
』
(
中
国
詩
文
選
六
筑
摩
書
房
一
九
七
三
年
)
、
阿
部
正
明
「
「
離
騒
」
に
見
え
る
楽
園
」
(
『
図
華
院
中
園
皐
曾
報
』
第
四
十
一
綿
一
九
九
五
年
)
、
主
宗
豆
「
評
漢
人
辞
賦
中
的
神
仙
思
想
」
(
『
天
津
社
会
科
学
』
一
九
九
五
年
第
六
期
)
、
佐
野
正
史
「
「
附
騒
」
に
お
け
る
呪
的
飛
矧
に
つ
い
て
」
(
『
学
林
』
二
八
・
二
九
号
一
九
九
八
年
)
な
ど
。
(2)
「
楚
辞
「
離
騒
」
の
天
界
遊
行
に
つ
い
て
」
(
『
東
北
大
学
中
国
語
学
文
学
論
集
』
第
6
/
7合
併
号
二
O
O二
年
)
(
3
)
弓
白
ル
イ
ス
著
平
沼
孝
之
訳
『
エ
ク
ス
タ
シ
ー
の
人
類
学
惣
依
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
(
法
政
大
学
出
版
局
一
九
八
五
年
、
原
著
は
HOEH
富
e
F
2
5
9
出
U
E
H
t
n
h
s
h
E
S
』
お
』
ミ
F
E雪
守
hN
S
N
匂
足
骨
矢
印
叉
豆
、
。
担
a
s
s
s
t
u
g主
主
a
F
司
自
問
E
呂
田
o
o
r
p
H由
吋
「
)
(
4
)
の
】
=
日
窓
口
S
F
毛
ロ
自
己
ωFEE--
国
c
=
o
Zロ
O
同
耳
目
印
。
『
。
。
-
。
問
。
ュ
sz-sι
〉
注
目
ロ
印
吉
門
出
m
m
r
〈。-ロ自
0
自
白
司
山
江
戸
N
E
C
M
(
5
)
楚
辞
の
引
用
は
四
部
叢
刊
本
『
楚
辞
補
注
』
に
よ
る
。
(
6
)
『
発
辞
』
作
品
に
つ
い
て
論
ず
る
場
合
、
鐙
と
い
う
地
域
の
特
殊
性
を
念
頭
に
飽
く
必
要
が
あ
る
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
春
秋
戦
国
期
に
は
、
諸
子
百
家
の
遊
説
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
人
の
往
来
は
頻
繁
で
あ
り
、
中
原
と
楚
と
の
悶
で
も
、
文
化
の
融
合
は
か
な
り
の
程
度
ま
で
進
展
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
『
春
秋
左
氏
伝
』
に
は
、
楚
の
王
や
そ
の
臣
下
が
会
話
の
中
に
『
詩
経
』
を
引
用
し
た
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。
(
例
え
ば
、
楚
の
荘
主
が
「
周
頒
」
の
数
首
を
引
用
し
た
宣
公
一
二
年
の
記
述
、
楚
の
令
芦
子
重
が
「
大
雅
」
文
王
を
引
用
し
た
成
公
二
年
の
記
述
な
ど
。
)
ま
た
、
「
離
騒
」
や
「
天
間
」
に
見
え
る
歴
史
故
事
の
多
く
は
、
幾
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
中
原
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
『
楚
辞
』
を
解
釈
す
る
に
際
し
て
は
、
「
詩
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
中
原
の
文
献
を
も
利
用
し
得
る
も
の
と
考
え
る
。
(7)
墨
田
、
楚
有
三
公
、
其
位
尊
高
、
穆
穆
而
美
、
上
下
玉
堂
、
輿
君
議
政
。
{
且
急
保
師
、
風
履
之
也
。
(
『
鑓
辞
章
句
』
主
逸
注
)
(
8
)
組
簡
子
疾
、
五
日
不
知
人
。
大
夫
皆
慨
。
盤
一
周
鵠
視
之
、
出
。
茸
安
子
問
。
属
鵠
目
、
血
肱
治
也
。
而
何
怪
。
在
昔
、
奈
謬
公
嘗
如
此
、
七
日
而
倍
。
搭
之
日
、
告
公
孫
支
輿
子
興
目
、
我
之
帝
所
、
甚
集
。
吾
所
以
久
者
、
適
有
皐
也
。
帝
告
我
、
菅
関
山
門
大
乱
、
五
世
不
安
。
其
後
将
閥
、
未
老
而
死
。
覇
者
之
子
、
E
令
而
園
男
女
無
別
。
公
孫
支
書
而
誠
之
。
秦
識
於
同
定
出
突
。
鰍
公
之
飢
、
文
公
之
覇
、
而
袈
公
敗
泰
郎
於
殺
、
而
蹄
縦
淫
。
此
子
之
所
問
。
今
主
君
之
疾
輿
之
同
。
不
出
三
日
、
疾
必
問
。
問
必
有
言
也
。
居
二
日
半
、
簡
子
幅
、
語
大
夫
目
、
我
之
帝
所
、
甚
融
市
。
輿
百
神
瀞
於
鈎
天
。
蹟
柴
九
悲
円
高
舞
、
不
類
三
代
之
柴
、
其
聾
動
人
心
。
有
一
熊
欲
来
援
我
。
帝
命
我
射
之
。
中
熊
、
熊
死
。
又
有
一
熊
来
。
我
又
射
之
、
中
熊
、
熊
死
。
帝
甚
菩
、
賜
我
二
笥
。
皆
有
副
。
吾
見
児
在
帝
側
。
帝
廊
我
一
翠
犬
目
、
及
而
子
之
社
也
、
以
賜
之
。
帝
告
我
、
菅
図
且
世
衰
、
七
世
而
亡
。
蔵
姓
将
大
敗
周
人
於
沼
魁
之
西
。
而
亦
不
能
有
也
。
今
余
思
虞
舜
之
効
、
適
余
終
以
其
胃
女
孟
挑
配
而
七
世
之
孫
。
萱
安
子
受
言
而
替
市
糊
之
。
以
扇
鵠
言
告
簡
子
。
(
『
史
記
』
趨
世
家
傍
線
は
引
用
者
が
付
し
た
。
)
)
(
9
)
他
日
、
簡
子
出
、
有
入
賞
道
、
辞
之
不
去
、
従
者
怒
、
将
刃
之
。
蛍
畑
道
者
目
、
吾
欲
有
謁
於
主
君
。
従
者
以
問
。
簡
子
召
之
、
回
、
諮
、
吾
(
有
所
見
予
断
也
。
嘗
道
者
目
、
扉
左
右
、
願
有
謁
。
簡
子
廃
人
。
笛
道
」紫
者
日
、
主
君
之
疾
、
臣
在
帝
側
。
簡
子
日
、
然
、
有
之
。
子
之
見
我
、
同
我
何
局
。
首
道
者
目
、
帝
令
主
君
射
熊
典
関
、
皆
死
。
簡
子
日
、
是
、
と
且
何
也
よ
富
道
者
目
、
菅
図
且
有
大
灘
、
主
君
首
之
。
帝
令
主
君
滅
ニ
判
卿
、
夫
熊
血
(
同
盟
百
祖
也
。
簡
子
日
、
帝
賜
我
二
笥
皆
有
副
、
何
也
。
首
印
道
者
日
、
主
君
之
子
将
克
二
園
於
程
、
皆
子
姓
也
。
簡
子
日
、
吾
見
見
る
在
帝
側
、
帝
廊
我
一
程
犬
、
日
、
及
而
子
之
長
以
賜
之
。
夫
鬼
何
謂
以
け
賜
湿
犬
。
笹
田
道
者
目
、
見
、
主
君
之
子
也
。
翠
犬
者
、
代
之
先
也
。
主
同
君
之
子
且
必
有
代
。
及
主
君
之
後
嗣
、
且
有
革
政
而
胡
服
、
対
二
園
於
」
程
。
簡
子
問
其
姓
而
延
之
以
官
。
嘗
道
者
日
、
臣
野
人
、
致
帝
命
耳
。
糊
遂
不
見
。
簡
子
書
臓
之
於
府
O
(
『
史
記
』
越
世
家
)
イ
(
印
)
菅
定
公
二
十
一
年
、
:
・
越
、
名
菅
卿
、
質
専
菅
秘
、
奉
邑
伴
於
諸
侯
。
翻
(
『
史
記
』
趨
世
家
)
(
日
)
後
三
日
、
韓
氏
上
熊
守
潟
亭
使
者
至
、
目
、
韓
不
能
守
上
娘
、
入
之
於
泰
。
其
吏
民
皆
安
局
越
、
不
欲
局
泰
。
有
城
市
邑
十
七
。
願
再
拝
入
19 
越
、
勝
玉
所
以
賜
吏
民
。
主
大
喜
、
召
平
陽
君
豹
告
之
目
、
潟
亭
入
城
市
邑
十
七
、
受
之
何
如
。
封
日
、
聖
人
甚
禍
無
故
之
利
。
主
目
、
人
懐
吾
徳
、
何
謂
無
故
乎
。
封
目
、
必
勿
受
也
。
王
目
、
今
畿
百
寓
之
軍
而
攻
、
総
年
歴
歳
、
未
得
一
城
也
。
今
以
城
市
邑
十
七
幣
吾
園
、
此
大
利
也
。
越
豹
出
。
王
召
平
原
君
興
超
高
而
告
之
。
封
日
、
震
百
高
之
軍
而
攻
、
陥
歳
未
得
一
城
。
今
坐
受
城
市
邑
十
七
。
此
大
利
、
不
可
失
也
。
王
日
、
善
。
乃
令
趨
勝
受
地
。
・
・
越
遂
殻
兵
取
上
縮
。
燦
頗
将
軍
、
軍
長
平
。
七
年
、
廉
頗
免
、
而
組
括
代
将
。
秦
人
闘
趨
括
。
組
括
以
軍
降
。
卒
四
十
飴
寓
皆
院
之
。
王
悔
不
聡
越
豹
之
計
、
故
有
長
平
之
禍
蒋
ロ
(
「
史
記
」
越
世
家
)
(
ロ
)
『
史
記
』
封
禅
替
に
見
え
る
黄
帝
の
昇
天
の
伊
説
な
ど
も
ま
た
そ
の
一
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
(
日
)
こ
の
部
分
の
亙
成
と
百
神
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
見
え
る
亙
戚
を
天
上
の
神
と
見
な
す
か
亙
硯
と
見
な
す
か
で
解
釈
が
分
か
れ
る
。
従
来
説
は
大
き
く
次
の
三
つ
に
分
げ
ら
れ
る
。
①
神
的
存
在
で
あ
る
盛
成
が
、
百
神
を
引
き
連
れ
て
天
か
ら
降
り
、
お
告
げ
を
述
べ
る
と
す
る
も
の
(
王
逸
「
楚
辞
章
句
』
、
朱
莱
『
楚
辞
集
注
」
、
菱
亮
夫
『
屈
原
賦
校
注
』
)
。
②
亙
硯
で
あ
る
亙
戚
が
、
百
神
を
天
か
ら
招
き
降
ろ
し
て
そ
の
身
に
溜
依
さ
せ
、
お
告
げ
を
伝
え
る
と
す
る
も
の
(
主
夫
子
『
楚
辞
通
稗
』
、
減
震
『
屈
原
賦
注
初
稿
』
)
。
③
天
か
ら
降
っ
た
神
亙
戚
が
、
更
に
百
神
を
天
か
ら
招
き
降
ろ
し
て
そ
の
身
に
惣
依
さ
せ
、
お
告
げ
を
伝
え
る
と
す
る
も
の
(
注
攻
『
鎧
辞
集
解
』
)
。
こ
こ
で
は
②
の
説
に
従
っ
た
。
(
日
比
)
伊
罪
・
僻
説
・
呂
尚
・
宿
戚
ら
が
賢
君
に
見
出
さ
れ
る
君
臣
迎
合
説
話
は
他
に
も
、
『
量
子
」
尚
賢
上
、
尚
賢
下
、
『
呂
氏
春
秋
』
審
分
覧
20 
知
度
、
離
俗
覧
挙
難
、
孝
行
覧
本
味
、
『
戦
国
策
』
秦
策
、
「
尚
書
』
説
命
上
、
『
論
語
』
顔
淵
、
『
孟
子
』
高
章
上
、
『
史
記
』
賢
太
公
世
家
、
段
本
紀
、
『
准
南
子
」
氾
論
訓
な
ど
に
見
え
る
。
(
日
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
小
南
一
郎
「
楚
辞
と
そ
の
注
釈
者
た
ち
』
(
朋
友
替
庖
二
0
0
=一
年
)
「
第
二
章
天
間
篤
の
整
理
」
(
初
出
は
『
東
方
学
報
』
(
京
都
)
第
七
一
冊
一
九
九
九
年
)
二
三
九
頁
に
指
摘
が
士
叩
マ
。
。
(
日
)
湯
府
正
「
従
包
山
楚
簡
岩
「
離
騒
」
的
芸
術
構
思
興
意
象
表
現
」
(
『
文
学
遺
産
』
一
九
九
二
年
第
二
期
)
は
、
包
山
楚
簡
に
見
え
る
卜
盆
祭
祷
の
記
録
と
「
離
騒
」
の
占
い
に
関
す
る
記
述
と
を
比
較
し
、
両
者
は
共
通
の
占
卜
法
に
基
づ
〈
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
離
騒
」
の
「
吉
故
」
の
「
故
」
は
、
楚
簡
に
見
え
る
「
以
其
古
敗
之
」
の
「
古
」
に
当
た
り
、
故
事
、
旧
典
を
指
す
と
述
べ
る
。
(
口
)
務
国
恩
『
離
騒
纂
義
』
(
中
華
書
局
一
九
八
O
年
)
一
二
八
七
頁
。
(
凶
)
注
(
口
)
前
掲
香
郡
国
恩
『
雌
騒
纂
義
』
三
八
八
頁
。
(
凶
)
注
(
口
)
前
掲
者
瀧
国
恩
『
臨
騒
纂
義
』
三
八
七
1
三
八
八
頁
。
(
却
)
こ
の
「
五
帝
徳
」
の
記
述
は
、
以
下
の
太
史
公
の
言
葉
か
ら
、
「
史
記
』
五
帝
本
紀
が
脅
か
れ
る
際
に
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
太
史
公
日
、
撃
者
多
稽
五
帝
尚
突
。
然
尚
書
獅
誠
実
以
来
、
而
百
家
一
吉
黄
帝
、
其
文
不
雅
馴
、
薦
紳
先
生
難
吾
一
同
之
。
孔
子
所
停
宰
予
問
五
帝
徳
及
帝
鰐
姓
、
儒
者
或
不
停
。
:
・
予
翻
春
秋
、
園
語
、
其
設
明
五
帝
徳
、
帝
繋
姓
章
突
。
顧
弟
弗
深
考
、
其
所
表
見
皆
不
虚
。
書
紋
有
問
突
、
其
秩
乃
時
時
見
於
他
説
、
非
好
皐
深
思
心
知
其
意
、
困
難
矯
浅
見
寡
聞
道
也
。
余
井
論
次
、
揮
其
言
尤
雅
者
、
故
著
矯
本
紀
書
首
。
